
京都⼯芸繊維⼤学
デザイン・建築学系（都市建築遺産論）
教授 清⽔ 重敦

共催イベント

「京都あれこれ」（第3回）
−京の庭の⾒⽅−

2025年6⽉10⽇18:30-20:00
（受付18:15）

講師：重森千⾭さん
（作庭家／庭園研究家）

講座in東京

⾃然を模倣しつつ、宗教や思想が融合した⽇本の庭園には、重厚な歴史と果ての無
い多様性があります。宇宙のごとく広⼤なこの⽇本庭園の世界観を正⾯から受け⽌
めて多くの研究成果を残しつつ、⼤胆な幾何学の導⼊などによって新⾵を吹き込む
数々の名庭園を作り上げたのが、昭和の作庭家・庭園研究者の重森三玲です。その
表現は⾒る者を直に刺激する簡明なものでありながら、ひだのように折り畳まれた
難解さをはらんでいます。本講演では三玲の孫であるとともに⾃らも作庭家である
重森千⾭さんによって、その庭に秘められたひだが優しくほぐされ、三玲の宇宙が
開放されていくのを感じられることでしょう。


